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(57)【要約】
【課題】除菌以外の用途にも使用できる除菌器を提供す 
る。
【解決手段】載置面上に置かれる土台１１と、土台１１ 
に立設される支柱１２と、支柱１２に支持され、可視光 
を発光する第１光源１４１及び除菌可能な紫外光を発光 
する第２光源１４２を有し、第１光源及１４１及び第２ 
光源１４２のうち少なくとも一方から光を出射すること 
ができる発光部１４と、外部電源又は内部電源から供給 
される電力を、適正な印加電力に変換し、第１光源１４ 
１及び第２光源１４２に供給する電力変換部１５と、第 
１光源１４１及び第２光源１４２のうち、所望する少な 
くとも一方が発光するよう、第１光源及１４１及び第２ 
光源１４２に供給される電力を切り替えるスイッチ１６ 
とを備え、発光部１４から出射される紫外光が除菌対象 
物に集光するように構成する。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　1　　書面　（全12頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 載 置 面 上 に 置 か れ る 土 台 と 、
　 前 記 土 台 に 立 設 さ れ る 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 に 直 接 的 に 又 は 間 接 的 に 支 持 さ れ 、 可 視 光 を 発 光 す る 第 １ 光 源 及 び 除 菌 可 能 な  
紫 外 光 を 発 光 す る 第 ２ 光 源 を 有 し 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 少 な く と も 一 方 か ら  
光 を 出 射 す る こ と が で き る 発 光 部 と 、
　 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 、 適 正 な 印 加 電 力 に 変 換 し 、 前 記 第 １ 光 源  
及 び 第 ２ 光 源 に 供 給 す る 電 力 変 換 部 と 、
　 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 、 所 望 す る 少 な く と も 一 方 が 発 光 す る よ う 、 前 記 第 １  
光 源 及 び 第 ２ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 力 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と 、
を 備 え 、
　 前 記 発 光 部 か ら 出 射 さ れ る 紫 外 光 が 除 菌 対 象 物 に 集 光 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 支 柱 に 支 持 さ れ 、 前 記 第 ２ 光 源 か ら 出 射 さ れ た 紫 外 光 が 前 記 土 台 に 載 置 さ れ た 除 菌  
対 象 物 に 集 光 す る よ う 、 反 射 材 を 内 張 り す る と 共 に ド ー ム 状 に 形 成 し た 上 部 カ バ ー を 備 え  
る こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、
　 前 記 上 部 カ バ ー が 前 記 支 柱 に 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、
　 前 記 上 部 カ バ ー は 、 傘 状 に 折 り 畳 み 可 能 に 設 け ら れ た フ レ ー ム を 備 え 、
　 前 記 発 光 部 は 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 が 、 前 記 フ レ ー ム に 市 松 状 に 配 置 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、
　 前 記 支 柱 は 、 除 菌 対 象 物 を 引 っ 掛 け る た め の フ ッ ク が 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の 何 れ か 一 に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 除 菌 時 に 、 ユ ー ザ に 向 か う 紫 外 光 が 軽 減 す る よ う 、 前 記 上 部 カ バ ー と 前 記 土 台 と の 間 を  
取 り 囲 む よ う に 着 脱 自 在 に 設 置 さ れ る サ イ ド カ バ ー を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の 何 れ か 一 に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、
　 前 記 土 台 は 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 形 状 に 合 わ せ た 窪 み が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
除 菌 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の 何 れ か 一 に 記 載 の 除 菌 器 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 電 子 機 器 を 充 電 す る た め の 接 続 端 子 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ス ク や 鍵 、 ス マ ー ト フ ォ ン と い っ た 身 に 着 け る 日 用 品 を 除 菌 す る 用 途 に 加  
え 、 照 明 器 の 用 途 に も 使 用 で き る 除 菌 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 流 行 し て い る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 策 と し て 、 除 菌 が 有 効 で あ る こ と  
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が 知 ら れ て い る 。 こ の た め 、 施 設 や 店 舗 等 人 が 集 ま る 場 所 の 出 入 り 口 で は 、 除 菌 用 の ア ル  
コ ー ル ス プ レ ー が 置 か れ 、 来 場 者 に 手 の 除 菌 を 促 す よ う な 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 当 該 感 染 症 へ の 対 策 と し て は 、 前 述 の よ う な 人 へ の 直 接 的 な 除 菌 を 行 う 方 法 だ け  
で な く 、 人 が 触 れ る も の に 対 し て 除 菌 を 行 う 方 法 も 有 効 で あ る と 考 え ら れ て お り 、 人 が 触  
れ る 機 会 の 多 い 、 マ ス ク や 鍵 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 携 帯 品 を 除 菌 す る 除 菌 器 が 提 案 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ケ ー ス 型 の 除 菌 器 の 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 除 菌 器 は 、  
電 機 的 に 又 は 化 学 的 に 発 熱 す る 発 熱 体 を 有 し て お り 、 マ ス ク を ケ ー ス に 収 容 し た 状 態 に お  
い て 、 マ ス ク を 加 熱 殺 菌 す る こ と が で き る 。 こ の 除 菌 器 は 、 持 ち 運 び な が ら マ ス ク を 除 菌  
す る こ と が で き る 点 で 優 れ て い る と い え る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 登 ３ １ ４ １ ３ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 の よ う な 従 来 の 除 菌 器 は 、 コ ロ ナ 禍 で あ る に も 関 わ ら ず 、 さ ほ ど 普  
及 し て い な い と い え る 。 こ れ は 、 従 来 の 除 菌 器 は 、 特 定 の も の を 除 菌 す る 用 途 に し か 使 用  
で き な い た め 、 当 該 感 染 症 の 流 行 が 収 ま っ た 後 に は 、 使 用 頻 度 が 下 が り 、 無 駄 に な る こ と  
が 想 定 さ れ 、 い わ ゆ る 「 買 い 控 え 」 が 起 っ て い る こ と が 一 因 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 主 な 目 的 は  
、 除 菌 以 外 の 用 途 に も 使 用 で き る 除 菌 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 載 置 面 上 に 置 か れ る 土 台 と 、 前 記 土 台 に 立 設 さ れ  
る 支 柱 と 、 前 記 支 柱 に 直 接 的 に 又 は 間 接 的 に 支 持 さ れ 、 可 視 光 を 発 光 す る 第 １ 光 源 及 び 除  
菌 可 能 な 紫 外 光 を 発 光 す る 第 ２ 光 源 を 有 し 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 少 な く と も  
一 方 か ら 光 を 出 射 す る こ と が で き る 発 光 部 と 、 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 力  
を 、 適 正 な 印 加 電 力 に 変 換 し 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 に 供 給 す る 電 力 変 換 部 と 、 前 記  
第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 、 所 望 す る 少 な く と も 一 方 が 発 光 す る よ う 、 前 記 第 １ 光 源 及  
び 第 ２ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 力 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と を 備 え 、 前 記 発 光 部 か ら 出 射 さ れ る  
紫 外 光 が 除 菌 対 象 物 に 集 光 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に  
よ り 、 除 菌 器 は 、 第 １ 光 源 を 発 光 さ せ た 状 態 と 、 第 ２ 光 源 を 発 光 さ せ た 状 態 と を 切 り 替 え  
る こ と で 、 携 帯 品 を 除 菌 す る 用 途 に 加 え 、 照 明 器 の 用 途 と し て も 使 用 で き る 。 す な わ ち 、  
除 菌 器 は 、 除 菌 の 用 途 以 外 に も 使 用 で き 、 例 え ば 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 が 収  
ま り 、 仮 に 、 除 菌 の 用 途 と し て の 使 用 頻 度 が 下 が っ た と し て も 、 照 明 器 の 用 途 と し て 使 用  
し 続 け る こ と が で き る 。 ひ い て は 、 消 費 者 の 購 買 意 欲 が 掻 き 立 て ら れ 、 除 菌 器 の 普 及 に も  
貢 献 で き る 。 ま た 、 電 力 の 供 給 源 を 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 選 択 で き る の で 、 使 用 場 所  
に 電 源 が 存 在 す る か 否 か に 関 わ ら ず 、 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 さ ら に 、 前 記 支 柱 に 支 持 さ れ 、 前 記 第 ２ 光  
源 か ら 出 射 さ れ た 紫 外 光 が 前 記 土 台 に 載 置 さ れ た 除 菌 対 象 物 に 集 光 す る よ う 、 反 射 材 を 内  
張 り す る と 共 に ド ー ム 状 に 形 成 し た 上 部 カ バ ー を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成  
に よ り 、 除 菌 対 象 物 に 効 率 的 に 紫 外 光 を 当 て る こ と が で き 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ３ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 前 記 上 部 カ バ ー が 前 記 支 柱 に 着 脱 自  
在 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に よ り 、 上 部 カ バ ー を  
取 り 外 し て 洗 浄 で き る の で 、 除 菌 器 を 容 易 に 洗 浄 で き る 。 ま た 、 上 部 カ バ ー の デ ザ イ ン を  
複 数 用 意 す れ ば 、 ユ ー ザ は 好 み の デ ザ イ ン の 上 部 カ バ ー を 選 択 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ４ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 前 記 上 部 カ バ ー は 、 傘 状 に 折 り 畳 み  
可 能 に 設 け ら れ た フ レ ー ム を 備 え 、 前 記 発 光 部 は 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 が 、 前 記 フ  
レ ー ム に 市 松 状 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に よ り 、 上 部 カ バ ー を  
折 り 畳 む こ と で コ ン パ ク ト に 収 納 で き る 。 ま た 、 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 が 交 互 に 配 さ れ る  
の で 、 第 ２ 光 源 の 出 射 む ら が 低 減 し 、 除 菌 対 象 物 に 効 率 的 に 紫 外 光 を 当 て る こ と が で き る  
の で 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ５ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 前 記 支 柱 は 、 除 菌 対 象 物 を 引 っ 掛 け  
る た め の フ ッ ク が 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に よ り 、 支  
柱 に 対 す る フ ッ ク の 取 り 付 け 位 置 を 調 整 す る こ と で 、 除 菌 対 象 物 の 大 き さ に 関 わ ら ず 、 様  
々 な 除 菌 対 象 物 を フ ッ ク に 引 っ 掛 け て 適 切 に 除 菌 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ６ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 さ ら に 、 除 菌 時 に 、 ユ ー ザ に 向 か う  
紫 外 光 が 軽 減 す る よ う 、 前 記 上 部 カ バ ー と 前 記 土 台 と の 間 を 取 り 囲 む よ う に 着 脱 自 在 に 設  
置 さ れ る サ イ ド カ バ ー を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。 紫 外 光 が 人 体 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ  
と が 知 ら れ て い る と こ ろ 、 前 記 構 成 に よ り 、 上 部 カ バ ー に よ っ て 紫 外 光 が 人 体 に 当 た る の  
を 防 止 す る こ と が で き 、 安 全 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 サ イ ド カ バ ー の デ ザ イ ン を  
複 数 用 意 す れ ば 、 ユ ー ザ は 好 み の デ ザ イ ン の サ イ ド カ バ ー を 選 択 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ７ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 前 記 土 台 は 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 形 状  
に 合 わ せ た 窪 み が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に よ り 、 窪 み に ス マ ー  
ト フ ォ ン を 挿 嵌 す る こ と で 、 ス マ ー ト フ ォ ン を 立 て か け る こ と が で き る よ う に な り 、 ス マ  
ー ト フ ォ ン に 効 率 的 に 紫 外 光 を 当 て る こ と が で き 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た  
、 ス マ ー ト フ ォ ン ス タ ン ド と し て の 用 途 に も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 第 ８ の 側 面 に 係 る 除 菌 器 は 、 電 子 機 器 を 充 電 す る た め の 接 続 端 子  
を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。 前 記 構 成 に よ り 、 充 電 器 と し て の 用 途 に も 使 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 除 菌 以 外 の 用 途 に も 使 用 で き る 除 菌 器 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 除 菌 器 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 土 台 の 裏 面 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 支 柱 、 フ レ ー ム 及 び 発 光 部 の 位 置 関 係 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 土 台 の 表 面 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る フ ッ ク を 支 柱 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 土 台 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 以 下 に 示 す 実 施 の 形 態  
は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 除 菌 器 を 例 示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 は 除 菌  
器 を 以 下 の も の に 特 定 し な い 。 ま た 、 本 明 細 書 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 さ れ る 部 材 を 、 実 施  
の 形 態 の 部 材 に 特 定 す る も の で は 決 し て な い 。 特 に 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品  
の 寸 法 、 材 質 、 形 状 、 そ の 相 対 的 配 置 等 は 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い 限 り は 、 本 発 明 の 範 囲  
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を そ れ の み に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に す ぎ な い 。 な お 、 各 図 面 が 示 す 部 材  
の 大 き さ や 位 置 関 係 等 は 、 説 明 を 明 確 に す る た め 誇 張 し て い る こ と が あ る 。 さ ら に 以 下 の  
説 明 に お い て 、 同 一 の 名 称 、 符 号 に つ い て は 同 一 も し く は 同 質 の 部 材 を 示 し て お り 、 詳 細  
説 明 を 適 宜 省 略 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 を 構 成 す る 各 要 素 は 、 複 数 の 要 素 を 同 一 の 部 材 で 構  
成 し て 一 の 部 材 で 複 数 の 要 素 を 兼 用 す る 態 様 と し て も よ い し 、 逆 に 一 の 部 材 の 機 能 を 複 数  
の 部 材 で 分 担 し て 実 現 す る こ と も で き る 。
［ 除 菌 器 １ の 構 成 ］
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 除 菌 器 １ に つ い て 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 除 菌 器 １ は 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 土 台 １ １ 、 支 柱 １ ２ 、 上 部 カ バ ー １ ３ 、 発 光 部 １  
４ 、 電 力 変 換 部 １ ５ 、 ス イ ッ チ １ ６ 、 フ ッ ク １ ７ 、 サ イ ド カ バ ー １ ８ 及 び 接 続 端 子 １ ９ を  
備 え て い る 。 以 下 で 各 部 材 に つ い て 説 明 す る 。
〈 土 台 １ １ 〉
【 ０ ０ ２ １ 】
　 土 台 １ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 除 菌 器 １ を 使 用 す る 際 に 載 置 面 上 に 置 か れ 、 支 柱 １ ２  
が 立 設 さ れ る 略 円 盤 状 の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 土 台 １ １ は 、 窪 み １ １ １ を 有 し て い る 。 こ の 窪 み １ １ １ に ス マ ー ト フ ォ ン を 挿 嵌  
す れ ば 、 自 然 に 、 ス マ ー ト フ ォ ン に 効 率 的 に 紫 外 光 が 当 た る よ う 、 形 状 、 位 置 等 が 調 節 さ  
れ て お り 、 除 菌 器 １ の 除 菌 効 果 を 高 め る こ と に 寄 与 し て い る 。 ま た 、 窪 み １ １ １ に よ り 、  
除 菌 器 １ は ス マ ー ト フ ォ ン ス タ ン ド と し て の 用 途 に も 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 土 台 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 裏 面 に 滑 り 止 め １ １ ２ を 有 し て い る 。 こ  
れ に よ り 除 菌 器 １ を 載 置 面 に 安 定 し て 載 置 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に ま た 、 土 台 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ラ グ １ １ ３ と 電 池 挿 入 口 １ １ ４ を 有 し  
て い る （ 詳 細 は 後 述 す る 。 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 土 台 １ １ の 形 状 や 材 質 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 除 菌 器 １ の 土 台 と し て 、 支 柱 １ ２ 及 び  
支 柱 １ ２ を 介 し て 取 り 付 け ら れ る 部 材 を 支 持 で き る 範 囲 で あ れ ば 、 適 宜 変 更 し て も よ い 。
〈 支 柱 １ ２ 〉
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 支 柱 １ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 土 台 １ １ に 立 設 し て い る 上 部 カ バ ー １ ３ 、 及 び 発 光 部  
１ ４ を 支 え る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 支 柱 １ ２ は 、 磁 石 が く っ つ く 素 材 で で き て お り 、 磁 石 １ ７ １ を 備 え た フ ッ ク １ ７  
を 、 所 望 の 場 所 に 、 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と こ が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 支 柱 １ ２ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
〈 上 部 カ バ ー １ ３ 〉
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 部 カ バ ー １ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 支 柱 １ ２ に 支 持 さ れ る 部 材 で あ っ て 、 カ バ ー 本  
体 １ ３ １ 、 反 射 材 １ ３ ２ 及 び フ レ ー ム １ ３ ３ で 構 成 さ れ る 。
《 カ バ ー 本 体 １ ３ １ 》
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 カ バ ー 本 体 １ ３ １ は 、 布 等 の シ ー ト 状 材 料 か ら な る 部 材 で あ る 。 ま た 、 カ バ ー 本 体 １ ３  
１ は 、 フ レ ー ム １ ３ ３ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 フ レ ー ム １ ３ ３ の 状 態 に 合 せ て 形 状 が 変 化  
す る （ 詳 細 は 《 フ レ ー ム １ ３ ３ 》 で 述 べ る 。 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 ま た 、 カ バ ー 本 体 １ ３ １ は 、 複 数 の デ ザ イ ン が あ り 、 ユ ー ザ は 好 み の デ ザ イ ン の カ バ ー  
本 体 １ ３ １ を 選 択 し て 使 用 で き る 。
《 反 射 材 １ ３ ２ 》
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 反 射 材 １ ３ ２ （ 図 示 し て い な い 。 ） は 、 光 を 反 射 す る 機 能 を 有 す る シ ー ト 状 部 材 で あ っ  
て 、 カ バ ー 本 体 １ ３ １ の 内 側 に 取 り 付 け ら れ る 。 カ バ ー 本 体 １ ３ １ が ド ー ム 状 で あ る た め  
、 発 光 部 １ ４ か ら 射 出 さ れ た 光 は 、 反 射 材 １ ３ ２ に よ っ て 反 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 除 菌  
対 象 物 に 効 率 的 に 紫 外 光 を 当 て る こ と が で き 、 除 菌 器 １ の 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る  
。 反 射 材 １ ３ ２ は 、 紫 外 線 の 反 射 を 得 意 と し た ア ル ミ 反 射 板 等 が 使 用 で き る 。
《 フ レ ー ム １ ３ ３ 》
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ レ ー ム １ ３ ３ は 、 カ バ ー 本 体 １ ３ １ を 取 り 付 け 、 上 部 カ バ ー １ ３ の 形 状 を 形 成 す る 部  
材 で あ る 。 フ レ ー ム １ ３ ３ は 、 一 般 的 な 傘 の フ レ ー ム と 同 様 の 構 成 で あ り 、 上 部 カ バ ー １  
３ を ド ー ム 状 に 形 成 す る 形 態 と 、 上 部 カ バ ー １ ３ を 該 ド ー ム 状 よ り も コ ン パ ク ト な 状 態 に  
形 成 す る 形 態 と に 変 形 で き る 。 こ れ に よ り 、 除 菌 器 １ は 、 使 用 す る と き は 、 カ バ ー 本 体 １  
３ １ を ド ー ム 状 に 形 成 し て 除 菌 効 果 を 高 め 、 使 用 し な い （ 収 納 す る ） と き は 、 上 部 カ バ ー  
１ ３ を コ ン パ ク ト な 状 態 に し て 、 収 納 し や す い 態 様 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 上 部 カ バ ー １ ３ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 除 菌 器  
１ に お い て 上 部 カ バ ー １ ３ は 必 ず し も 設 け る 必 要 は な い 。
〈 発 光 部 １ ４ 〉
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 発 光 部 １ ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 市 松 状 に 配 置 さ れ た 第 １ 光 源 １ ４ １ と 第 ２ 光 源 １ ４  
２ と を 有 す る 部 材 で あ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に フ レ ー ム １ ３ ３ に 取 り 付 け ら れ 、 支 柱 １ ２  
に 間 接 的 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 光 源 １ ４ １ と 第 ２ 光 源 １ ４ ２ は そ れ ぞ れ 使 用 用 途 が 異 な る 。 第 １ 光 源 １ ４ １  
は 、 可 視 光 を 発 す る Ｌ Ｅ Ｄ ラ イ ト で あ り 、 照 明 と し て 使 用 す る と き に 使 用 す る 。 第 ２ 光 源  
１ ４ ２ は 、 紫 外 光 を 発 す る Ｕ Ｖ ラ イ ト で あ り 、 紫 外 線 の 特 性 で あ る 除 菌 効 果 を 活 用 し て 除  
菌 対 象 を 除 菌 す る と き に 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 除 菌 器 １ は 、 第 １ 光 源 １ ４ １ を 発 光 さ せ る こ と で 照 明 器 の 用 途  
と し て 使 用 で き 、 第 ２ 光 源 １ ４ ２ を 発 光 さ せ る こ と で 除 菌 対 象 物 を 除 菌 す る 用 途 と し て 使  
用 で き る 。 す な わ ち 、 除 菌 器 １ は 、 除 菌 の 用 途 以 外 に も 使 用 で き 、 例 え ば 、 新 型 コ ロ ナ ウ  
イ ル ス 感 染 症 の 流 行 が 収 ま り 、 仮 に 、 除 菌 の 用 途 と し て の 使 用 頻 度 が 下 が っ た と し て も 、  
照 明 器 の 用 途 と し て 使 用 し 続 け る こ と が で き る 。 ひ い て は 、 消 費 者 の 購 買 意 欲 が 掻 き 立 て  
ら れ 、 除 菌 器 の 普 及 に も 貢 献 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 発 光 部 １ ４ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ 光 源  
１ ４ １ と 第 ２ 光 源 １ ４ ２ と の 配 置 は 市 松 状 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 発 光 部 １ ４ を 支 柱 １ ２  
に 取 り 付 け 、 発 光 部 １ ４ が 支 柱 １ ２ に 直 接 的 に 支 持 さ れ る よ う 構 成 し て も よ い 。
〈 電 力 変 換 部 １ ５ 〉
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 力 変 換 部 １ ５ （ 図 示 し て い な い 。 ） は 、 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 力 を  
、 適 正 な 印 加 電 力 に 変 換 し 、 第 １ 光 源 １ ４ １ 及 び 第 ２ 光 源 １ ４ ２ に 供 給 す る 部 材 で あ る 。  
す な わ ち 、 除 菌 器 １ は 、 電 力 の 供 給 源 を 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 選 択 で き る の で 、 使 用  
場 所 に 電 源 が 存 在 す る か 否 か に 関 わ ら ず 、 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ こ で い う 外 部 電 源 と は 、 例 え ば 、 発 電 所 で あ っ て 、 除 菌 器 １ は 、 図 ２ に 示 す よ  
う に 、 土 台 １ １ に 設 け ら れ た プ ラ グ １ １ ３ を コ ン セ ン ト に 接 続 す る こ と で 、 電 力 を 得 る こ  



10

20

30

40

50

JP 2023-129171 A 2023.9.14(7)

と が で き る 。 ま た 、 こ こ で い う 内 部 電 源 は 、 例 え ば 、 電 池 で あ っ て 、 除 菌 器 １ は 、 図 ２ に  
示 す よ う に 、 土 台 １ １ の 裏 面 に 、 電 池 挿 入 口 １ １ ４ を 有 す る 。
〈 ス イ ッ チ １ ６ 〉
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス イ ッ チ １ ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 土 台 １ １ に 表 面 上 に 設 置 さ れ て い る 。 可 視 光 と 紫  
外 光 を 使 い 分 け る と き に 使 用 し 、 例 え ば 、 １ 回 目 の 押 下 で 第 ２ 光 源 １ ４ ２ に 電 力 が 供 給 さ  
れ 、 発 光 部 １ ３ か ら 可 視 光 が 出 射 さ れ 、 二 回 目 の 押 下 で 第 １ 光 源 １ ４ １ に 電 力 が 供 給 さ れ  
、 発 光 部 １ ３ か ら 紫 外 光 が 出 射 さ れ 、 三 回 目 の 押 下 で 発 光 部 １ ３ が 消 灯 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 除 菌 器 １ は 、 ス イ ッ チ １ ６ を 操 作 し 、 第 １ 光 源 １ ４ １ を 発 光 さ せ る こ と で 照  
明 器 の 用 途 と し て 使 用 で き 、 第 ２ 光 源 １ ４ ２ を 発 光 さ せ る こ と で 除 菌 対 象 物 を 除 菌 す る 用  
途 と し て 使 用 で き る 。 す な わ ち 、 除 菌 器 １ は 、 除 菌 の 用 途 以 外 に も 使 用 で き 、 例 え ば 、 新  
型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 が 収 ま り 、 仮 に 、 除 菌 の 用 途 と し て の 使 用 頻 度 が 下 が っ た  
と し て も 、 照 明 器 の 用 途 と し て 使 用 し 続 け る こ と が で き る 。 ひ い て は 、 消 費 者 の 購 買 意 欲  
が 掻 き 立 て ら れ 、 除 菌 器 の 普 及 に も 貢 献 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 ス イ ッ チ １ ６ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 第 １ 光 源 １ ４ １ 及 び 第 ２ 光 源  
１ ４ ２ の 発 光 強 度 を 操 作 で き る よ う に し て も よ い 。
〈 フ ッ ク １ ７ 〉
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ッ ク １ ７ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 支 柱 １ ２ に 磁 石 １ ７ １ で 固 着 し 除 菌 対 象 を 掛 け る た  
め の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 フ ッ ク １ ７ か ら 除 菌 対 象 が 滑 り 落 ち な い 様 に 表 面 が ざ ら ざ ら し て お り 、 あ る 程 度  
の 重 さ に 耐 え ら れ る よ う に ネ オ ジ ム 磁 石 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 フ ッ ク １ ７ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 支 柱 １ ２ と し っ か り と 固 着 さ  
せ る た め 、 支 柱 １ ２ の 曲 線 に 沿 う よ う に 先 端 を 湾 曲 さ せ て も よ い 。
〈 サ イ ド カ バ ー １ ８ 〉
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 サ イ ド カ バ ー １ ８ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 部 カ バ ー １ ３ 以 外 す べ て を 包 み 込 む た め の  
部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た サ イ ド カ バ ー １ ８ は 人 体 に 有 害 で あ る 紫 外 線 を 除 菌 器 外 部 に 漏 ら さ な い 様 に す る 役  
割 を 有 し て お り 、 反 射 材 １ ６ １ を 内 側 に 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 よ り 効 果 的 に 除 菌 を 行  
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 サ イ ド カ バ ー １ ８ は 、 複 数 の デ ザ イ ン が あ り 、 ユ ー ザ は 好 み の デ ザ イ ン の サ イ ド  
カ バ ー １ ８ を 選 択 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 サ イ ド カ バ ー １ ８ は 前 述 の 態 様 に 限 定 さ れ ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
〈 接 続 端 子 １ ９ 〉
【 ０ ０ ５ １ 】
　 接 続 端 子 １ ９ は 、 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 接 続 さ れ た 電 子 機 器 に 供  
給 し 、 電 子 機 器 を 充 電 す る た め の 接 続 端 子 で あ る 。 接 続 端 子 １ ９ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、  
窪 み １ １ １ の 略 中 央 に 配 さ れ 、 例 え ば 、 一 般 的 な タ イ プ Ｃ の 挿 入 口 を 使 用 す る 。 こ れ よ り  
ス マ ー ト フ ォ ン を 充 電 し な が ら 除 菌 を 行 う こ と が で き る 。
［ 除 菌 器 １ の 使 用 方 法 ］
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 除 菌 器 １ は 、 除 菌 の 用 途 に 加 え 、 照 明 器 、 ス マ ー ト フ ォ ン ス タ ン ド 及 び 充 電 器 と し て も  
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使 用 す る こ と が で き る 。
〈 除 菌 の 用 途 で の 使 用 〉
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 除 菌 器 １ を 除 菌 の 用 途 で の 使 用 す る 場 合 、 除 菌 対 象 物 を 、 土 台 １ １ 上 に 置 く 、 窪 み １ １  
１ に 挿 嵌 す る 、 又 は 、 フ ッ ク １ ７ に 引 っ 掛 け る 。 こ の 状 態 で 、 ス イ ッ チ １ ６ を 操 作 し 、 第  
２ 光 源 １ ４ ２ を 発 光 さ せ る こ と で 除 菌 対 象 物 を 除 菌 で き 、 除 菌 の 用 途 で の 使 用 で き る 。 こ  
の と き 、 サ イ ド カ バ ー １ ８ を 取 り 付 け て お け ば 、 紫 外 光 が 人 体 に 当 た る の を 防 止 す る こ と  
が で き る 。
〈 照 明 器 の 用 途 で の 使 用 〉
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ １ ６ を 操 作 し 、 第 １ 光 源 １ ４ １ を 発 光 さ せ れ ば 、 除 菌 器 １ を 照 明 器 の 用  
途 で 使 用 で き る 。
〈 ス マ ー ト フ ォ ン ス タ ン ド と し て の 使 用 〉
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 窪 み １ １ １ に ス マ ー ト フ ォ ン ス タ ン ド を 挿 嵌 す れ ば 、 除 菌 器 １ を ス マ ー ト  
フ ォ ン ス タ ン ド の 用 途 で 使 用 で き る 。
〈 充 電 器 の 用 途 で の 使 用 〉
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に ま た 、 接 続 端 子 １ ９ に 電 子 機 器 を 接 続 す れ ば 、 除 菌 器 １ を 充 電 器 の 用 途 で 使 用 で  
き る 。
［ 除 菌 器 １ の 効 果 ］
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 除 菌 器 １ は 除 菌 対 象 物 を 除 菌 す る 用 途 に 加 え 、 照 明 器 の 用 途 と し  
て も 使 用 で き る 。 す な わ ち 、 除 菌 器 は 、 除 菌 の 用 途 以 外 に も 使 用 で き 、 例 え ば 、 新 型 コ ロ  
ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 が 収 ま り 、 仮 に 、 除 菌 の 用 途 と し て の 使 用 頻 度 が 下 が っ た と し て  
も 、 照 明 器 の 用 途 と し て 使 用 し 続 け る こ と が で き る 。 ひ い て は 、 消 費 者 の 購 買 意 欲 が 掻 き  
立 て ら れ 、 除 菌 器 の 普 及 に も 貢 献 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ … 除 菌 器
１ １ … 土 台 ； １ １ １ … 窪 み ； １ １ ２ … 滑 り 止 め ； １ １ ３ … プ ラ グ ； １ １ ４ … 電 池 挿 入 口
１ ２ … 支 柱
１ ３ … 発 光 部 ； １ ３ １ … 第 １ 光 源 ； １ ３ ２ … 第 ２ 光 源
１ ４ … 電 力 変 換 部
１ ５ … ス イ ッ チ
１ ６ … 上 部 カ バ ー ； １ ６ １ … 反 射 材 ； １ ６ ２ … フ レ ー ム
１ ７ … フ ッ ク ； １ ７ １ … 磁 石
１ ８ … サ イ ド カ バ ー
１ ９ … 接 続 端 子
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-129171 A 2023.9.14(10)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 8 月 2 2 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 2 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 載 置 面 上 に 置 か れ る 土 台 と 、
　 前 記 土 台 に 立 設 さ れ る 支 柱 と 、
　 前 記 支 柱 に 直 接 的 に 又 は 間 接 的 に 支 持 さ れ 、 可 視 光 を 発 光 す る 第 １ 光 源 及 び 除 菌 可 能 な  
紫 外 光 を 発 光 す る 第 ２ 光 源 を 有 し 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 少 な く と も 一 方 か ら  
光 を 出 射 す る こ と が で き る 発 光 部 と 、
　 外 部 電 源 又 は 内 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 、 適 正 な 印 加 電 力 に 変 換 し 、 前 記 第 １ 光 源  
及 び 第 ２ 光 源 に 供 給 す る 電 力 変 換 部 と 、
　 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 の う ち 、 所 望 す る 少 な く と も 一 方 が 発 光 す る よ う 、 前 記 第 １  
光 源 及 び 第 ２ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 力 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と 、
を 備 え 、
　 前 記 発 光 部 か ら 出 射 さ れ る 紫 外 光 が 除 菌 対 象 物 に 集 光 す る よ う に 構 成 さ れ 、
さ ら に 、 前 記 支 柱 に 支 持 さ れ 、 前 記 第 ２ 光 源 か ら 出 射 さ れ た 紫 外 光 が 前 記 土 台 に 載 置 さ れ  
た 除 菌 対 象 物 に 集 光 す る よ う 、 反 射 材 を 内 張 り す る と 共 に ド ー ム 状 に 形 成 し た 上 部 カ バ ー  
を 備 え
  前 記 上 部 カ バ ー は 、 傘 状 に 折 り 畳 み 可 能 に 設 け ら れ た フ レ ー ム を 備 え 、
  前 記 発 光 部 は 、 前 記 第 １ 光 源 及 び 第 ２ 光 源 が 、 前 記 フ レ ー ム に 市 松 状 に 配 置 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 除 菌 器 。
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